
平成３０年度の実績に係る
キャンパス経営力評価ヒアリング

飯田キャンパス

飯田キャンパス長 山下英俊

様式３



年度目標① 山形県コホート研究の遺伝子解析、拡大コホー
ト追跡データによる研究を遂行し、関連論文数３
０編以上を目指す。

達成状況① 山形県コホート研究の関連論文３１編を発表し
た。また、3,348名の二次調査を実施した。

①山形県コホート研究の関連論文31編を発表した。主な内容

は、生活習慣、心血管疾患、眼科疾患、歯科疾患との関連で
ある。（平成２９年度 22編）
②平成３０年度には3,348名の二次調査を実施し、食事生活

習慣と健康状態について情報を収集した。（平成２９年度
3,200名）



多因子疾患の病態解明と創薬研究

テーラーメイド予防対策、先制医療への応用

医療体制整備による地域住民への貢献

山形県広域ゲノムコホート（山形県コホート
研究）形成の基本戦略と期待される成果

×

×

遺伝子 環境・生活習慣

創薬

個々のリスク
に合わせた
疾患予防法



山形県コホート研究
主任研究者：嘉山孝正教授

 山形県内の特定健診受診者2万人が参加
 体質、生活習慣、健診データを分析
 様々な診療科と協力して、生活習慣病、がん、
脳卒中、心臓病、認知症の発症のしくみを研究

目標：生活習慣病につながる体質と生活習慣の組み合わ
せを明らかにし、個人にあった健康増進・病気の予防法を
提案する



Presence of Myocardial Damage Predicts Future Development of Hypertension in 
a Normotensive Japanese General Population: The Yamagata (Takahata) Study.

生命予後に関連する因子を明らかにして、明日からの診療に役立てる
心筋障害が持続すると高血圧の発症が増加する（内科学第一講座）

Am J Hypertens. 2018 Apr 13;31(5):549-
556.
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Associations of frequency of laughter with risk of all-cause mortality and cardiovascular 
disease incidence in a general population:findings from the Yamagata study

Journal of epidemiology. 2019 Apr 06; doi: 10.2188/jea.JE20180249.

地域に根差した疫学研究の成果
よく笑うほど、全死亡および心血管疾患の発症リスクが低下

（看護学科基礎看護学講座）



Clin Oral Investig. 2019 Apr;23(4):1753-1760.

Risk factors for tooth loss in community-dwelling Japanese aged 40 years 
and older: the Yamagata (Takahata) study.

地域に根差した疫学研究の成果
歯の数が20本以下になる危険因子を明らかにした

（歯科口腔外科学講座）

歯みがきの回数が
1日0回の人は 3.35倍
1日1回の人は 1.76倍
1日2回の人は 1.36倍

定期的な歯科通院をしていない人は 1.70倍
年齢が1歳上がると 1.12倍
喫煙者は 1.67倍
高卒以下の学歴者は 1.35倍

歯が20本以下になりやすい⇒栄養状態の悪化につながる



年度目標② 重粒子線治療施設への集患のため、協力に同
意する診療科数２００診療科を目指す。

達成状況② 北海道・東北6県・新潟県の大学病院及びがん
診療連携拠点病院の82病院279診療科へ文書に
より協力依頼を行った。さらに、その中の大学病院
及び主要ながん診療連携拠点病院には直接出向
き、18病院72診療科から協力受諾を得た。

・集患の協力依頼を、北海道・東北6県・新潟県の大学病院及
びがん診療連携拠点病院の279診療科へ実施するとともに、
重粒子線治療の情報誌を全国3,000を超える病院長及び関連

の診療科長へも発信している。 今後も情報発信並びに協力
依頼を継続して目標達成を目指す。



山形大学重粒子線治療の広域利用に関する診療科ごとの
連携依頼について －北海道、東北6県及び新潟県―

医療機関名 医学部長 病院長 整形外科 小児科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 送り先数 左のうち
直接依頼数

国立大学
（北海道＋東北＋新潟） 6 6 6 6 6 6 24 16

公立大学
（北海道＋東北＋新潟） 2 2 2 2 1 2 7 4

私立大学
（北海道＋東北＋新潟） 2 2 2 2 2 2 8 4

都道府県がん診療連携
拠点病院 5 4 4 5 5 18 8

地域がん診療連携拠点病院＋
地域がん診療病院 46 45 42 37 46 170 32

広域放射線治療遠隔カンファレンス
システム連携医療機関＋その他 21 14 15 10 13 52 8

計 10 82 73 71 61 74 279 72

※



情報誌のみ
国公私立大学医学部長（北海道＋東北＋新潟を除く） 71

国公私立大学附属病院長（北海道＋東北＋新潟を除く） 71

国公私立大学附属病院全診療科（北海道＋東北＋新潟を除く） 2,355

2,497

情報誌と専用バインダー
寄附者 269

先端医療国際交流推進協議会 21

国公私立大学医学部長（北海道＋東北＋新潟） 10

国公私立大学附属病院長（北海道＋東北＋新潟） 10

国公私立大学附属病院全診療科（北海道＋東北＋新潟） 324

がん診療連携拠点（病院長＋重粒子適用の４診療科）全国 97

地域がん診療連携（病院長＋重粒子適用の４診療科）北海道＋東北＋新潟 215

広域放射線治療ネットワーク（病院長＋重粒子適用の４診療科） 86

県医師会（東北＋新潟） 7

山形県及び県内市町村 35

対がん協会（東北＋新潟） 7

東北経済連合会 21

文部科学省 7

厚生労働省 3

1,112

山形大学医学部東日本重粒子センター情報誌の送付状況



〈参考〉重粒子線治療の範囲

先進医療 公的保険適用



年度目標③ ゲノム解析に基づくオーダーメード医療を推進
するため、ゲノム解析に基づく診療１００例を目
指す。

達成状況③ がんゲノム病院に向け整備を行った。

・「山形バイオバンク」の整備（Ｈ３０年６月より実施）
・検体管理システムの構築（Ｈ３０年９月より実施）
・クリニカルシーケンスに基づいた実施のための体制整備
（実施可能）

・遺伝子検査実施件数は約８００症例





年度目標④ 院内表示の国際化を完了し、入院案内等の病院内基本文書
の英文化を進め、外国人来院患者１５人以上を目指す（旅行
中の病気、怪我等以外で、本院での診療を目的に来院した
外国人患者２人以上を含む）。

達成状況④ 院内表示の国際化を完了し、病院内基本文書の英文化は

引き続き検討を進め、外国人来院患者数は目標を達成した。

・院内表示を、日本語とともに英語を併記し、また、病院１階を
“ＹＵＭｅＴＯＷＮ”コンセプトの基、デザインを一新し、明るく憩
いの場所に整備した。

・一部の診療科の診療科独自文書について英語版を作成し
た。平成３１年度も引き続き整備していく。

・外国人来院患者数は２１名を数え、ほとんどが旅行中の病
気、怪我等による来院であった。



・院内表示の国際化

診療科受付窓口各診療科案内

診療科
受付案内



・国別外国人患者数（H30年度及び過去5年間延べ人数）
過去５年（H26～30）での国別外国人患者数 平成30年度

国籍（公用語） 人数 人数

中国（中国語） 21 3

台湾（中国語） 18 5

オーストラリア（英語） 10 1

アメリカ（英語） 5 1

シンガポール（英語・マレー語） 5 0

タイ（タイ語） 6 3

韓国（朝鮮語） 4 0

スウェーデン（英語・スウェーデン語） 2 0

フィリピン（英語・タガログ語） 2 0

マレーシア（マレー語） 3 1

キルギス（キルギス語） 2 2

カナダ（英語・フランス語） 1 0

ニュージーランド（英語） 2 1

香港（英語・中国語） 2 1

オランダ（オランダ語） 2 2

フランス（フランス語） 1 1

合 計 86 21



年度目標⑤ 平成３１年度大学院入学者充足率１００％を目指す。

達成状況⑤ 平成３１年度定員充足率

【博士前期課程】看護学専攻：68.8%、先進的医科学専攻：20.0%
【博士後期課程】医学専攻96.2%、看護学専攻133.3%、先進的医科学専攻：22.2%
８月に秋季(10月)入学者選抜試験を実施し、引き続き定員充足に努め

る。

博士前期課程 博士課程・博士後期課程

平成３０年度内に３度入学試験を実施し、定員確保に努めたが、目標達成に至らなかった。
８月に秋季（１０月）入学者選抜試験を実施し、引きつづき各種広報活動を行い定員充足に
努めるとともに、より受験しやすい試験実施時期の見直し・検討等を行っていく。

専攻別 定員 入学者 不足数 充足率

先進的医科学専攻 15 3 12 20.0%

看護学専攻 16 11 5 68.8%

計 31 14 17 45.2%

専攻別 定員 入学者 不足数 充足率

医学専攻 26 25 1 96.2%

先進的医科学専攻 9 2 7 22.2%

看護学専攻 3 4 (+1) 133.3%

計 38 31 7 81.6%



年度目標⑥ 山形県に定着の医師数増加を目指し、卒後初
期臨床研修のマッチング数が他の東北６大学を
上回る。

達成状況⑥ 本年度の卒後初期臨床研修マッチング数は
27名で、東北７大学では昨年に続き2番目に多く
医師を確保した。
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循環型医師適正配置状況

○県内病院勤務の常勤医師出身大学状況

山形大学, 

725 人,

58%

東北大学, 

120 人, 10%

新潟大学, 

64 人, 5%

福島県立医科大

学, 34 人, 3%

自治医科大学, 

33 人, 3%

弘前大学, 

31 人, 2%

岩手医科大学, 

29 人, 2%

秋田大学, 

25 人, 2%

日本医科大学, 

25 人, 2%

その他, 157 人, 

13%

2008.11
（常勤医師数1,243人）

2018.10
（常勤医師数1,381人）

※山形大学蔵王協議会加盟39病院に調査

山形大学

＋１７７人
＋ ７％

山形大学,

870人,
63%

（参考）県内開業医の出身大学状況

山形県医師会Ａ会員（開業医、
施設の長）676人のうち、山形
大学医学部出身者は196人
（平成30年9月30日現在）

山形大学

29%
その他

71%

山形大学, 

902人, 

65%

東北大学, 

116人, 8%

自治医科大学, 

42人, 3%

新潟大学, 

39人, 3%

秋田大学, 

35人, 3%

弘前大学, 

30人, 2%

福島県立医科大学, 

27人, 2%

岩手医科大学, 

27人, 2%

その他, 163

人, 12%
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東北地方都道府県別 人口１０万対医療施設従事医師数

（出所）「医師歯科医師薬剤師調査」

対1975年比 1.85倍 1.73倍 1.75倍 2.37倍 2.56倍 1.91倍
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